
再評価結果（平成１６年度事業中止箇所）
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事業名 事業 事業
公園線外一線 区分 街路 主体 長野県
こうえん

起終点 長野県南安曇郡豊科町大字豊科地内 延長 ０．６km
ながのけんみなみあずみぐんとよしなまちおおあざとよしな

事業概要
当該路線は豊科I.Cから市街地を迂回して国営アルプスあずみの公園口を結ぶ幹線道路である。
国道１９号や豊科I.Cから市街地を東西に横断する交通が、市街地内交通の渋滞を拡大させている。
このため、当路線の整備により、市街地内交通を分散させることができ、都市内環境の改善に寄与する

と共に公園へのアクセス機能が改善される。
Ｈ９年度事業化 Ｈ６年度都市計画決定 Ｈ９年度用地着手 Ｈ１５年度工事着手

（Ｈ１１年度変更）
全体事業費 １８億円 事業進捗率 ２９％ 供用済延長 ０．４km
計画交通量 ８，０００台／日
費用便益 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)
分析結果 1.8 13/17億円 19/30億円 平成15年度(事業全体)

億円 走行時間短縮便益：19/29億円事 業 費：13/16
億円 走行費用減少便益： 0/ 1億円(残事業) 1.4 維持管理費： 0/ 1

交通事故減少便益： 0/ 0億円
事業の効果等
・市街地内の渋滞緩和（交通の分散化）
・アクセス機能の強化
関係する地方公共団体等の意見

（平成１５年７～８月 。関係町村、地元関係者及び権利者に事業中止の説明をする ）
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
国道１４７号以西の先線道路計画について、安曇野の田園風景や景観などの変化に関して反対意見が提

出される。
事業の進捗状況、残事業の内容等
国道１４７号交差点から東側の整備はＴ字交差で処理できる環境が整っている。

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
先線道路計画の新たな整備方針が明らかにならない状況の中で、街路事業認可区間内の国道１４７号交

差点から西側に着手しても、整備効果の発現までに相当の期間が必要と想定される。
なし施設の構造や工法の変更等

事業中止対応方針
対応方針決定の理由
国道１４７号交差点から西側の道路計画について、地域住民との合意形成がまだ必要であり、現状での

事業化が難しい状況にあるため、交差点西側の事業認可区間未着手部の整備を中止したい。ただし、国道
１４７号までの交差点部の改良は今年度をもって完了する。公園へのアクセスは当面、既存の道路を利用
する。
事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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